
CHILD-LENS INVESTING
FRAMEWORK

United Nations Children’s Fund
チャイルド・レンズ投資の枠組み

国連児童基金
2023

宜保友理子 抄訳



チャイルド・レンズ投資（CLI）とは？

⚫ 投資家が子どもに関連する要素を意図的に考慮し、子どもへの悪影響を最小限に抑えつつ、
子どもにポジティブな結果をもたらすことを目指す持続可能な投資手法

⚫ グローバル、多種多様なテーマ、マルチアセットクラスに適用可能
⚫ チャイルド・レンズ投資フレームワーク（CLIF）という明確なフレームワークに基づいている

チャイルド・レンズ投資フレームワーク（CLIF）

目的 ・ビジョン
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章立て

•投資家が子どもに目を向けるべき理由、CLIの具体的なフレームワークが必要な理由、今それが必要な理由を探る

ことで、投資家がCLIを採用するケースを提示。

なぜチャイルド・レンズ投資（CLI）なのか

•投資家に枠組みを提供し、主要な責任投資の枠組みや基準との整合性を探り、投資ライフサイクル全体でCLIをど

のように実施できるかを説明することで、CLIの「サンドボックスのルール」を提示。

チャイルド・レンズ投資（CLI）とは何か

•マーケットにおけるCLI戦略への需要と供給の現状、CLI資金供給面で求められる改善点、そして子どもへのイン

パクトを最適化するために投資家が公的資本や規制当局とどのように協力できるかを探索。

チャイルド・レンズ投資（CLI）の市場形成

•他の責任投資レンズ（ジェンダー、障害者インクルージョン、人種的公平性、気候など）の開発と普及プロセスか

ら学んだ教訓を生かし、官民の多様なアクターの協働によって実現するダイナミックなCLIのエコシステムを構築

するためのハイレベルなアプローチを概説。

チャイルド・レンズ投資（CLI）エコシステム構築に向けて



CLIの必要性
投資の欠如により、何百万人もの子どもたちが置き去りにされることとなります。そして、社会的にも、成長の停滞、格差
の増幅、脆弱性の拡大という点でその代償を支払わざるをえないでしょう。- キャサリン・ラッセル ユニセフ事務局長

投資家はなぜ子どもを考慮すべきなのか？

未来への投資 子どもは将来の労働者、消費者、市民、意思決定者の代表であり、彼らへの投資は将来の社会発
展にとって極めて重要である。

より広範な社会的利益 子どもへの投資は、子どもだけでなく、養育者、地域社会、そして社会全体にも恩恵をもたらし、
貧困と不平等の連鎖を断ち切ることに貢献する。イコライザーとしての子ども時代に投資するこ
とで、社会的格差を是正し、根深い不平等に対処できることを示す論拠が存在する。

脆弱性と依存 子どもは傷つきやすく、必要なものを他者に依存する時期であり、サポートが不可欠である。

ネグレクトの結果 子どもへの投資を怠れば、結果として社会的に大きなコストがかかる。

リスクと報酬のバランス 子どもへの投資はハイリスクとハイリターンであるものの、社会的には重要性を増している。

子どもの権利重視 ビジネスを通じて子どもの権利を守り、促進することが重要である。

子どものニーズへの投資 子どものニーズに広範囲にわたって対応するためには、投資資金の増額が必要である。

ESGとインパクト投資の融
合

CLIによって、環境・社会・ガバナンス（ESG）とインパクト投資のベストプラクティスを統合
し、持続可能な投資アプローチを構築することが可能となる。

子どものための包括的アプ
ローチ

安全なシェルター、気候変動に配慮した農業、搾取と虐待から子どもを保護することなどのビジ
ネス基準を含む、子どもの発育環境を確保するための包括的なアプローチが重要である。

持続可能な開発目標
（SDGs）との整合性

将来の世代のニーズを満たす能力を損なうことなく、現在のニーズを満たすというSDGsの目標
に合致している。



CLIアプローチ

子どもの権利と福祉の保障と発展に向けて、子どもへの資金循環促進に向けた検討が必要である。
CLIアプローチとは、ESG・インパクト投資フレームワークのベストプラクティスに基づいている。

FIGURE 1: SDGsに
おけるチャイルド・レ
ンズの投資機会

Table1：CLI アプローチ
子どものニーズ-市場機会-
CLIアプローチの例示を一
覧で表示



CLIとは？
CLIは、社会的責任投資とインパクト投資へのアプローチであり、CLIフレームワークは、パブリックマー
ケットとプライベートマーケットの両方において、様々なタイプの投資家に適応するよう設計されている。
このアプローチは、多様なポートフォリオに適用可能で、幅広い投資戦略に対応可能である。

⚫目的
投資家が、「すべての子どもが健康で、教育を受け、保護され、尊重されるという
ビジョンを持ち」、「意図的に子ども関連要素を考慮」することで、子どもへの悪
影響を最小限に抑えつつ、良い結果をもたらすための投資手法である。
⚫原則
プログラム評価実績のエビデンスに基づき、「危害を加えないこと」「子ども全体
へのアプローチ」「アイデンティティ」「社会」の4原則に支えられている。
⚫要素

戦略：インパクト＆ESG戦略に基づく。
プロセス：社会的責任投資やインパクト投資の基準や原則に基づく、より規則
化されたものである。
貢献：政府やNGOと共にブレンデッド・ファイナンス・ビークルを設立するな
ど、投資家としての貢献は多岐にわたる。

⚫分類（参照：FIGURE6 CLI分類、FIGURE7 CLI分類に基づく事例）
チャイルド・スクリーニング、チャイルド・インクルーシブ、チャイルド・セン
タードの3つの主要なカテゴリーがある。ネガティブ・スクリーニング・アプロー
チは、CLIには該当しない。
⚫既存の枠組みとの連携
既存のフレームワークのベストプラクティスと補完的になるよう設計されている。
SDGインパクト基準やインパクト投資運用原則など、多くのフレームワークとの連
携が有効である。



CLIプロセス

社会的責任投資やインパクト投資の基準や原
則に基づいたプロセスに則る。

・SDGインパクト基準
・インパクト投資運用原則 OPIM
・責任投資原則 PRI
・子どもの権利とビジネス原則 CRBP
・国連グローバル・コンパクト
など



CLIの市場形成
TidelineとKPMGによる調査（2022年10月～2023年8月）の結果、下記の投資家がCLI的投資活動を
担っていることが判明した。

ミッション志向の投資家

財団や国連、NGOが設立したイノベーティブ・ファイナンス・
イニシアティブ（Save the Children Ventures, UNICEF 
Ventures）などフィランソロピーの活動家を中心に構成されて
いる。世界で最も弱い立場にある子どもに焦点を当て、通常期待
されるよりも低い財務的リターンを受け入れる意思がある 。投
資規模は、調査サンプルによると、比較的小規模（約10万ドル
から100万ドル）である。

テーマ投資家

食、教育、医療などの分野に幅広く投資することで、子どもの幸
福と発達に貢献している（Rethink Education、City Light 
Capital、Triodosなど）。
ジェンダー・レンズを持つ投資家も含まれる。注目すべきは、こ
れらの戦略が先進国市場に集中していることである。マーケット
レートまたはマーケットレートに近い財務リターンを狙う傾向が
ある。

マーケットレート社会的責任投資（SRI）投資家

投資哲学の一環としてSRIを実践しており、子どもの権利を含め
た人権を重要視している投資家も含まれる。ESGリスク管理と財
務的リターンの両立を主な目標としている。

マーケットレートインパクト投資家

このグループのファンドの多くは、現在、気候、保健、 金融包
摂など、より広範な社会レベルの成果を対象としている投資家
（Elevar Equity,BlueOrchard, Amundi）に加え、子どもを中心
としたファンド（ Save the Children Global Ventures）も登場
してきている。

特定目的に沿ったコミュニティ・国際開発金融機関

より広範なコミュニティや社会レベルのインパクトを目標としている。このような機関は子どもが成長するために必要な物理
的・社会的インフラへの投資を追求している。世界的なDFI（JICA）やコミュニティ開発金融機関（CDFI） が代表的である。
コンセッション型、リスク軽減型のブレンデッド・ファイナンスが多い。



CLI 資金供給面で求められる改善点

調査結果として、改善が必要な事項が判明した。
➢ 子ども向け投資商品の供給が限られていること
➢ 投資先の選定や資金配分のプロセスにおいてCLI志向が不足していること

改善に向けては、「投資家サイドへの働きかけ」や「政府による対応」が求められる。

投資家サイドへの働きかけ

調査の結果、CLI事例に関する知識不足、斬新な
投資アプローチへの懐疑的な見方などにより、
CLIに対する需要はニッチであることが判明した。
CLIの社会的意義を明示し、財務的リターンも含
めた成功事例を作ることが求められる。

政府による対応

政府による積極的な公的資金提供が求められる。
さらに、CLIエコシステム構築に向けた政策、規制改
革、民間セクターとの連携においても重要な役割を
担っている。



「4Cアプローチ」と名付けられたこのフレームワークはTidelineとKPMGの調査などから導き出され
たものである。

CLIエコシステム構築に向けて



「4Cアプローチ」全てにおいて、多様なステークホルダーによる協働が求められる。

4Cアプローチを通した協働

ケースメイク
CLI促進に向けたエ
ビデンスベースの開
発プロセス

コンバージ
既存のプラット
フォーム・フレーム
ワークとの整合

クラウドイン
子どものための資金
循環促進とCLI投資
家の増大

コーディネート
多様なステークホル
ダーの協働を支援



結論

◆ 子どもへの投資の重要性
子ども時代は、個人の成長と社会全体の繁栄にとって重要な時期であり、子どもに十
分な投資を行うことは、貧困の連鎖を断ち切り、より良い社会の実現が可能となる。

◆ 歴史的な岐路と現代の課題
SDGsの達成や気候変動対策など、グローバルな規模での重要な分岐点に立たされて
いる今、多くの課題に対処する上で子どもたちへの投資は欠かせない要素である。

◆ CLI投資家
投資家は、未来の世代のために大胆にリスクを負うことが求められている。

◆ CLIFの目的
このフレームワークは、CLIアプローチが必要とされる理由、多様な投資家向けのガ
イドライン、および子ども関連戦略の概要を含んでいる。目的は、子どもが健康を維
持し、教育を受け、保護され、尊重される社会を実現するために資金循環を促進する
ことである。

しかし、現時点でのフレームワークには限界も見られるため、将来的にはさらなる発
展と普及が必要とされている。

子どもへの投資は社会的、経済的に重要であり、CLIFはこの目標を達成するための重要な手段である。
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